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原子力安全・保安院指示文書に対する当社の対応状況(1)

対応を検討中（追而）。(2)安全上重要な設備に該当しない設備については，地震応答解析が行われ
ないことを考慮して，外観目視点検による確認が困難な場合には，代替
措置を検討し，適切に実施すること。併せて，点検で判定できない損傷
やひずみを検知する手法や健全性を説明するための手段（代表設備に対
する追加的な解析の実施等）について検討し，適切に実施すること。

基本点検で状態監視技術
を可能な範囲で適用し実
施中。測定結果は，最大
で過去5回分のデータと合
わせて整理した結果をお
示しする予定。

(3)可能な範囲で動的機器の振動データをはじめとした状態監視技術を適用
すること。適用するときには，地震前後のデータ比較を実施すること。
その際，地震前のデータを複数準備し，ばらつきの程度を含めて整理し
て示すこと。

対象を選定し、追加点検
を実施中。

(4)建屋間や設備の取り合い部等，地震によって相対変位を受ける部位につ
いて，点検及び解析にあたって適切に相対変位の影響を考慮すること。

設備健全性サブＷＧにて
実施状況をご報告する。

2.(1)地震応答解析の結果，比較的裕度が小さかったと評価される設備，具
体的には低圧注水ノズル（N6），原子炉格納容器の電気配線貫通部，
原子炉再循環ポンプモーターケーシング，燃料取替機及び残留熱除去
系配管について，健全性を確認するため，非破壊試験等の追加点検を
行うこと。

当社品質保証体系に従い
継続的な改善に努めてい
る（継続）。

1.(1)保安規定に基づく文書体系のうち，設備健全性評価に関連する文書そ
れぞれについて，点検・評価の進捗状況や実施結果を踏まえ，継続的
な改善に努めること。

当社対応原子力安全・保安院指示事項
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原子力安全・保安院指示文書に対する当社の対応状況(2)

設備健全性サブＷＧにて
固有周期などの不確定さ
の影響についてご報告す
る。

(3)貴社は床応答スペクトルの拡幅を行わない解析をしているが，スペクト
ルに依存する評価を行っているものについては，設備の固有周期などの
不確定さの影響について考慮すること。

4/30に報告済み（完了）

（添付資料参照）

(4)配管系の解析においてJNESの検証作業により一部に誤りが発見され，
貴社が解析結果を修正したことに関連して，他の配管への水平展開を適
切に実施するとともに，同様の事例が発生しないよう再発防止策を検討
し，適切に実施すること。

4/30に報告済み（完了）

（添付資料参照）

(5)上記誤りに関連して，配管系については，代表として選定していた部位
とは別の場所についてより厳しい評価となる可能性があることから，上
記誤りがその他の部位に与える影響について適切に評価すること。

実施方法を対応検討中(6)使用済燃料貯蔵プール及びキャスクピットについて，地震荷重が躯体に
支持されるとして解析を実施していないが，漏えい防止機能としてのラ
イニングの健全性を評価する必要があることから，総合評価にあたって
は，建屋の解析結果とあわせ，適切に評価すること。

当社対応原子力安全・保安院指示事項

原子炉建屋の床応答スペクト
ルについては、中間報告書
（参考資料）にて保守性確認
済み。他の建屋についても保
守性を確認する。

(2)今後，貴社が床応答スペクトルを使用した地震応答解析を実施する際に
は，3次元性を考慮して南北成分と東西成分の両者を二乗和平方根に組
み込みか，そうでない場合には事前に両成分の時刻歴の組み合わせを行
うことで解析の保守性を確認すること。

計装ノズルN12～N14，
及び原子炉格納容器貫通
部X-210B/Cの解析を実
施中。

3.(1)原子炉圧力容器の計装ノズル及び原子炉格納容器の配管貫通部につい
ては，貴社が解析対象としていない部位でも裕度が小さい部位が存在す
るため，これらについて追加的に解析を実施すること。
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原子力安全・保安院指示文書に対する当社の対応状況(3)

当社対応原子力安全・保安院指示事項

余震の影響も含め評価を
実施中。

(2)疲労評価について，現状では本震のみによる評価となっているが，今後
余震の影響も適切に評価に組み込むこと。

設備健全性サブＷＧにて
実施状況をご報告する。

4.(1)7号機については，地震前の配管の減肉状況の測定が行われていない
が，今後，健全性評価に関する最終的な判定を行うまでに適切に測定を
実施し，必要に応じて評価に反映すること。



 

1 

（添付資料） 
平成 20 年４月 30 日 

東京電力株式会社 

 
当社原子力発電所における配管の構造強度評価結果の一部誤りに関する 

再評価結果および原因と再発防止対策の概要 
 

 

１． 経緯および指示文書への対応 

 （１）経 緯 
・ 当社は、平成 19 年７月 16 日に発生した新潟県中越沖地震を踏まえ、柏崎刈羽原

子力発電所における各設備の点検・評価を実施しているが、同発電所７号機における

配管の構造強度評価結果の一部が誤っていることを確認した。 

・ 構造強度評価結果が誤っていた原因は、解析を実施したメーカの計算機プログラム

の一部に問題があったものである。このため、プログラムのデータ処理を修正

したうえで、配管の構造強度を再評価した結果、誤りの影響は小さく、許容値

を十分満足していることを確認した。 

・ このたびの事象を踏まえ、本年４月 10 日、原子力安全・保安院から、当該メー

カが過去に実施した構造強度評価に関して、問題のあった計算機プログラムの

データ処理を修正したうえ、構造強度の再評価を実施し報告すること、ならび

に根本的な原因究明と再発防止対策について併せて報告を求める旨の指示文書

を受領した。 

 

（２）影響範囲 

   今回の不適合事象に係る影響範囲は以下のとおりである。 

・昭和55年に旧告示501号が制定された以降のクラス１配管（旧告示第１種管）の分岐

部を含む応力評価 

旧告示制定により、クラス１配管（旧告示第１種管）の分岐部の応力算定につい

て、モーメントの符号の扱いについて規定された。 

・平成６年に旧告示501号が改正された以降のクラス２配管（旧告示第３種管）の分岐

部を含む応力評価 

旧告示改正により、クラス２配管（旧告示第３種管）の分岐部の応力算定につい

て、モーメントの符号の扱いについて規定された。 

 

（３）指示文書への対応 

・ 原子力安全・保安院からの指示に基づき、当該メーカが上記影響範囲において

実施した７プラントの構造強度評価における次の資料について、構造強度の再

評価を実施した。 
ａ．工事計画書における配管分岐部の応力評価 

ｂ．「発電用原子炉施設に関する耐震設計審査指針」（平成 18 年９月 19 日改訂）等

の改訂に伴う耐震安全性評価結果中間報告書における配管分岐部の応力評価 

ｃ．高経年化技術評価等報告書における配管分岐部の応力評価（平成 20 年５月 30

日までに報告予定） 

・ 根本的な原因究明を行い、再発防止対策の検討を実施した。 
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２．再評価結果 

  再評価を実施した結果は、いずれも最大応力発生点における応力値が許容値を満足してお

り、安全上の問題がないことを確認した。（別紙参照） 

 
３． 原 因 

 （１）当該メーカにおける調査結果 

・ 昭和50年に現在の配管の応力評価を行う計算機プログラムが作られた。このプログ

ラムは、複数の主プログラムとその主プログラム間のデータ授受のための補助プログ

ラムから構成されている。（下図参照） 

・ 昭和55年に旧告示501号が制定され、配管分岐部の評価式が新たに規定されたこと

から、主プログラムＤの必要な改造を実施した。その際、同告示の規定を反映するた

めに、補助プログラムＣに符号を反転させる処理が必要であったが、処理されなかっ

た。 

・ 主プログラムＤの改造後の検証作業においても、符号を反転させる処理が抜けている

ことを確認できなかった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

（２）当社における調査結果 

・ 昭和55年の計算機プログラムが改造された当時、当社は当該メーカに対して、現在

行っているような、メーカに対する計算機プログラムの検証の要求や、その検証結果

を確認する行為を行っていなかった。 

・ その後、当社は、過去に経験した解析に係る不適合の対応として、解析業務の品質に

係るマニュアル等の整備を実施しており、解析メーカに対して、解析業務の管理に関

する要求を行い、解析実施毎に行う調査の中でそれらを確認している。 

・ 柏崎刈羽原子力発電所７号機の設備健全性に係る配管の構造強度の解析においては、

平成20年３月に当該メーカに対する解析実施状況調査を実施した。当該計算機プロ

グラムについて、これまでの十分な実績を持って妥当としており、補助プログラムＣ

の一部の誤りを確認できなかった。 

 

 （３）根本的な原因究明の結果 

   当該メーカにおける以下の対応が不十分であった。 

・ 計算機プログラム作成業務において、プログラム間の受け渡しデータの仕様（単位、

桁数、符号等）を明確にして、整合性を確認する具体的な要領が不明確であった。 

・ 告示等の応力評価の考え方や計算式が変更された時の計算機プログラムに対する影

響評価、検討が不十分であった。 

・ プログラム検証において、プログラム間の受け渡しデータの整合性確認の方法・結果

に対する検討が不十分であった。 

補助プログラム

Ａ 
主プログラム

Ｂ 
配管応力 
評価結果 

補助プログラム

Ｃ 
主プログラム

Ｄ 

告示の反映に伴う改造を実施した際、

符号の反転処理がされなかった 
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４． 再発防止対策 

 （１）当該メーカにおける再発防止対策 

・ 今後の計算機プログラムの作成・検証においては、「受け渡しデータの整合性チェッ

クシート」を運用すること、プログラム間での入出力データを比較照合すること等の

具体的な要領を社内規定に定めて実施する。 

なお、今回の当該計算機プログラムで誤りのあった補助プログラムＣについては、

受け渡しデータの整合性チェックシートにより、符号の反転処理以外に不整合がな

いことを確認するとともに、その他の主プログラムＢ、Ｄ、補助プログラムＡに問

題のないことを確認した。 

・ 平成11年以降、告示等が変更された時の計算機プログラムに対する影響評価、プロ

グラム改造に伴う検証作業においては、専門的な知識を有する技術者による評価会議

にて検討することを、社内規定に定め運用するとともに、必要に応じて強化を行って

きている。この仕組みを引き続き実施し、許認可解析の品質向上を図っていく。 

 

 （２）当社における再発防止対策 

・ 現在の許認可に伴う解析においては、受注者に対して、発注仕様書の中で解析業務の

管理に関する要求を行い、解析実施状況調査によりその要求事項が正しく行われてい

ることを確認することで、品質向上を図っており、引き続きこれらの活動を確実に実

施する。 

・ 今後、当該メーカにおいて実施される上記の再発防止対策が適切に行われていること

を確認していくことを当社マニュアルに定め、解析実施状況調査によりその実施状況

を確認していく。 

・ 今回の対応として、過去に作成・改造された計算機プログラムについては、十分な実

績を持って妥当とし、メーカの検証内容を確認していなかったことから、当該メーカ

が作成・改造した許認可解析に用いている主プログラム及び補助プログラムについて、

当該メーカが適切な方法で検証していることを確認した。また、今後、当該メーカ以

外が作成・改造した計算機プログラムについても、適切な方法で検証されていること

を確認していく。 

 

（３）本不適合の情報共有 

・ 本不適合については、原子力施設情報公開ライブラリー（ＮＵＣＩＡ）に登録・公開

し、産官学における情報共有を行う。 

・ 許認可解析においては、これまでも入力ミスやプログラム作成ミス等が確認される都

度、改善を図っているが、今後も引き続き、信頼性の一層の向上に努めていくことと

する。 
 
 

以 上 



 

4 

（別紙） 

 
配管の構造強度の再評価結果 

 
 （１）福島第一原子力発電所１号機 工事計画書 

 

表１ 福島第一原子力発電所１号機 配管の構造強度の再評価結果※１ 

一次応力評価※２ 

（発生応力） 

一次応力＋二次応力評価※３ 

（発生応力） 

疲労評価※４ 

（疲れ累積係数） 
系統 プログラム

修正前 
（MPa） 

プログラム
修正後 
（MPa） 

許容値 

（MPa） 

プログラム 
修正前 
（MPa） 

プログラム
修正後 
（MPa） 

許容値 

（MPa） 

プログラム
修正前 
（－） 

プログラム
修正後 
（－） 

許容値 

（－） 

220 220 310 453 453 414 0.1637 0.1637 1 
原子炉再循環系（クラス１） 

113 113 235 452 452 414 0.0179 0.0179 1 

27 27 154 格納容器スプレイ冷却系 
（クラス２） 24 47 154 

36 36 154 原子炉格納容器スプレイ系 
（クラス２） 

40 40 154 

41 51 154 原子炉停止時冷却系 
（クラス２） 

42 45 154 

高圧注水系（クラス２） 63 63 183 

－※５ 

 
 
 
 
 
 

※１：個々の評価項目において最大値を示した評価点を記載している。 
※２：一次応力評価では、クラス１配管およびクラス２配管の配管分岐部の応力を算出する際に主管・分岐管のモーメントの符号を考慮して計算することが規定され
ている。 

※３：一次応力＋二次応力評価では、クラス１配管の配管分岐部のみ応力を算出する際に主管・分岐管のモーメントの符号を考慮して計算することが規定されている。
   クラス２配管の配管分岐部については、モーメントの符号を考慮することは要求されていない。 
※４：一次応力＋二次応力が許容値を超過した場合においても、疲労評価の結果が許容値を満足していれば、設備は健全である。 
※５：クラス２配管においては、モーメントの符号を考慮することは要求されていないことから再評価対象外。 
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 （２）福島第一原子力発電所４号機 工事計画書 

 
表２ 福島第一原子力発電所４号機 配管の構造強度の再評価結果※１ 

一次応力評価※２ 

（発生応力） 

一次応力＋二次応力評価※３ 

（発生応力） 

疲労評価※４ 

（疲れ累積係数） 
系統 プログラム

修正前 
（MPa） 

プログラム
修正後 
（MPa） 

許容値 

（MPa） 

プログラム 
修正前 
（MPa） 

プログラム
修正後 
（MPa） 

許容値 

（MPa） 

プログラム
修正前 
（－） 

プログラム
修正後 
（－） 

許容値 

（－） 

96 99 235 248 248 357 0.0054 0.0054 1 
原子炉再循環系（クラス１） 

94 99 235 258 257 357 0.0057 0.0057 1 

29 29 154 

44 44 154 

20 20 154 

原子炉隔離時冷却系 
（クラス２） 

22 22 154 

71 95 150 

45 63 150 

127 148 154 

72 72 154 

146 106 150 

残留熱除去系（クラス２） 

46 56 150 

26 34 150 
炉心スプレイ系（クラス２） 

36 51 150 

－※５ 

 

 

 

※１：個々の評価項目において最大値を示した評価点を記載している。 
※２：一次応力評価では、クラス１配管およびクラス２配管の配管分岐部の応力を算出する際に主管・分岐管のモーメントの符号を考慮して計算することが規定され
ている。 

※３：一次応力＋二次応力評価では、クラス１配管の配管分岐部のみ応力を算出する際に主管・分岐管のモーメントの符号を考慮して計算することが規定されている。
   クラス２配管の配管分岐部については、モーメントの符号を考慮することは要求されていない。 
※４：一次応力＋二次応力が許容値を超過した場合においても、疲労評価の結果が許容値を満足していれば、設備は健全である。 
※５：クラス２配管においては、モーメントの符号を考慮することは要求されていないことから再評価対象外。 
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 （３）福島第二原子力発電所２号機 工事計画書 

 
表３ 福島第二原子力発電所２号機 配管の構造強度の再評価結果※１ 

一次応力評価※２ 

（発生応力） 

一次応力＋二次応力評価※３ 

（発生応力） 

疲労評価※４ 

（疲れ累積係数） 
系統 プログラム

修正前 
（MPa） 

プログラム
修正後 
（MPa） 

許容値 

（MPa） 

プログラム 
修正前 
（MPa） 

プログラム
修正後 
（MPa） 

許容値 

（MPa） 

プログラム
修正前 
（－） 

プログラム
修正後 
（－） 

許容値 

（－） 

99 110 260 467 467 354 0.0075 0.0103 1 
原子炉再循環系（クラス１） 

101 112 260 468 468 354 0.0080 0.0152 1 

31 52 154 原子炉隔離時冷却系 
（クラス２） 15 15 154 

66 66 154 

51 51 154 

58 57 154 

36 36 154 

53 59 150 

残留熱除去系（クラス２） 

68 68 150 

高圧炉心スプレイ系 
（クラス２） 

82 66 150 

低圧炉心スプレイ系 
（クラス２） 

44 72 189 

－※５ 

 ※１：個々の評価項目において最大値を示した評価点を記載している。 
※２：一次応力評価では、クラス１配管およびクラス２配管の配管分岐部の応力を算出する際に主管・分岐管のモーメントの符号を考慮して計算することが規定され
ている。 

※３：一次応力＋二次応力評価では、クラス１配管の配管分岐部のみ応力を算出する際に主管・分岐管のモーメントの符号を考慮して計算することが規定されている。
   クラス２配管の配管分岐部については、モーメントの符号を考慮することは要求されていない。 
※４：一次応力＋二次応力が許容値を超過した場合においても、疲労評価の結果が許容値を満足していれば、設備は健全である。 
※５：クラス２配管においては、モーメントの符号を考慮することは要求されていないことから再評価対象外。 
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（４）福島第二原子力発電所４号機 工事計画書 
 

表４ 福島第二原子力発電所４号機 配管の構造強度の再評価結果※１ 

一次応力評価※２ 

（発生応力） 

一次応力＋二次応力評価※３ 

（発生応力） 

疲労評価※４ 

（疲れ累積係数） 
系統 プログラム

修正前 
（MPa） 

プログラム
修正後 
（MPa） 

許容値 

（MPa） 

プログラム 
修正前 
（MPa） 

プログラム
修正後 
（MPa） 

許容値 

（MPa） 

プログラム
修正前 
（－） 

プログラム
修正後 
（－） 

許容値 

（－） 

172 180 374 417 445 375 0.1417 0.2187 1 

160 165 374 312 366 375 0.0406 0.0760 1 

303 305 374 517 517 375 0.0626 0.1988 1 

254 260 374 440 471 375 0.1901 0.3067 1 

主蒸気系（クラス１） 

186 186 364 487 487 366 0.0500 0.0630 1 

72 72 310 390 426 375 0.0646 0.0804 1 
給水系（クラス１） 

72 72 310 390 426 375 0.0646 0.0804 1 

70 89 260 201 275 354 0.0110 0.0110 1 
原子炉再循環系（クラス１） 

101 101 364 343 343 354 0.0146 0.0159 1 

原子炉隔離時冷却系 

（クラス２） 
27 57 154 

64 64 154 

57 57 154 

49 49 154 
残留熱除去系（クラス２） 

36 36 154 

高圧炉心スプレイ系 

（クラス２） 
66 66 150 

－※５ 

 

 

※１：個々の評価項目において最大値を示した評価点を記載している。 
※２：一次応力評価では、クラス１配管およびクラス２配管の配管分岐部の応力を算出する際に主管・分岐管のモーメントの符号を考慮して計算することが規定され
ている。 

※３：一次応力＋二次応力評価では、クラス１配管の配管分岐部のみ応力を算出する際に主管・分岐管のモーメントの符号を考慮して計算することが規定されている。
   クラス２配管の配管分岐部については、モーメントの符号を考慮することは要求されていない。 
※４：一次応力＋二次応力が許容値を超過した場合においても、疲労評価の結果が許容値を満足していれば、設備は健全である。 
※５：クラス２配管においては、モーメントの符号を考慮することは要求されていないことから再評価対象外。 
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（５）柏崎刈羽原子力発電所４号機 工事計画書 
 

表５ 柏崎刈羽原子力発電所４号機 配管の構造強度の再評価結果※１ 

一次応力評価※２ 

（発生応力） 

一次応力＋二次応力評価※３ 

（発生応力） 

疲労評価※４ 

（疲れ累積係数） 
系統 プログラム

修正前 
（MPa） 

プログラム
修正後 
（MPa） 

許容値 

（MPa） 

プログラム 
修正前 
（MPa） 

プログラム
修正後 
（MPa） 

許容値 

（MPa） 

プログラム
修正前 
（－） 

プログラム
修正後 
（－） 

許容値 

（－） 

135 140 281 385 399 375 0.0927 0.1833 1 

131 133 281 328 370 375 0.0467 0.0688 1 

145 146 281 362 402 375 0.0692 0.1968 1 
主蒸気系（クラス１） 

144 149 281 407 422 375 0.1438 0.1906 1 

81 81 310 549 589 375 0.2384 0.3267 1 
給水系（クラス１） 

81 81 310 549 589 375 0.2384 0.3267 1 

63 78 234 284 303 354 0.0146 0.0146 1 
原子炉再循環系（クラス１） 

169 169 364 518 518 366 0.0533 0.0740 1 

 

 

 

  

※１：個々の評価項目において最大値を示した評価点を記載している。 
※２：一次応力評価では、クラス１配管およびクラス２配管の配管分岐部の応力を算出する際に主管・分岐管のモーメントの符号を考慮して計算することが規定され
ている。 

※３：一次応力＋二次応力評価では、クラス１配管の配管分岐部のみ応力を算出する際に主管・分岐管のモーメントの符号を考慮して計算することが規定されている。
   クラス２配管の配管分岐部については、モーメントの符号を考慮することは要求されていない。 
※４：一次応力＋二次応力が許容値を超過した場合においても、疲労評価の結果が許容値を満足していれば、設備は健全である。 
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（６）柏崎刈羽原子力発電所５号機 工事計画書 
 

表６ 柏崎刈羽原子力発電所５号機 配管の構造強度の再評価結果※１ 

一次応力評価※２ 

（発生応力） 

一次応力＋二次応力評価※３ 

（発生応力） 

疲労評価※４ 

（疲れ累積係数） 
系統 プログラム

修正前 
（MPa） 

プログラム
修正後 
（MPa） 

許容値 

（MPa） 

プログラム 
修正前 
（MPa） 

プログラム
修正後 
（MPa） 

許容値 

（MPa） 

プログラム
修正前 
（－） 

プログラム
修正後 
（－） 

許容値 

（－） 

150 155 374 395 419 375 0.1317 0.1945 1 

167 169 374 382 411 375 0.1161 0.2657 1 

265 268 374 449 479 375 0.3313 0.4296 1 
主蒸気系（クラス１） 

150 154 374 375 394 375 0.0814 0.1358 1 

82 82 310 507 546 375 0.1654 0.2377 1 
給水系（クラス１） 

82 82 310 507 546 375 0.1654 0.2377 1 

74 91 260 192 281 354 0.0341 0.0341 1 
原子炉再循環系（クラス１） 

306 306 364 724 724 366 0.2012 0.2127 1 

低圧炉心スプレイ系 
（クラス２） 

82 82 150 

99 110 150 

114 114 154 残留熱除去系（クラス２） 

51 51 150 

高圧炉心スプレイ系 
（クラス２） 

144 144 150 

－※５ 

 

 

 

  

※１：個々の評価項目において最大値を示した評価点を記載している。 
※２：一次応力評価では、クラス１配管およびクラス２配管の配管分岐部の応力を算出する際に主管・分岐管のモーメントの符号を考慮して計算することが規定され
ている。 

※３：一次応力＋二次応力評価では、クラス１配管の配管分岐部のみ応力を算出する際に主管・分岐管のモーメントの符号を考慮して計算することが規定されている。
   クラス２配管の配管分岐部については、モーメントの符号を考慮することは要求されていない。 
※４：一次応力＋二次応力が許容値を超過した場合においても、疲労評価の結果が許容値を満足していれば、設備は健全である。 
※５：クラス２配管においては、モーメントの符号を考慮することは要求されていないことから再評価対象外。 
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（７）柏崎刈羽原子力発電所７号機 工事計画書 
 

表７ 柏崎刈羽原子力発電所７号機 配管の構造強度の再評価結果※１ 

一次応力評価※２ 

（発生応力） 

一次応力＋二次応力評価※３ 

（発生応力） 

疲労評価※４ 

（疲れ累積係数） 
系統 プログラム

修正前 
（MPa） 

プログラム
修正後 
（MPa） 

許容値 

（MPa） 

プログラム 
修正前 
（MPa） 

プログラム
修正後 
（MPa） 

許容値 

（MPa） 

プログラム
修正前 
（－） 

プログラム
修正後 
（－） 

許容値 

（－） 

206 209 374 414 468 375 0.0583 0.1849 1 

309 311 374 549 549 375 0.1268 0.1984 1 

201 203 374 400 452 375 0.0543 0.1478 1 
主蒸気系（クラス１） 

201 203 374 400 455 375 0.0561 0.1667 1 

残留熱除去系（クラス１） 155 196 364 531 531 366 0.0712 0.0712 1 

73 101 374 366 348 375 0.0920 0.0869 1 
給水系（クラス１） 

79 109 374 351 335 375 0.0735 0.0710 1 

56 55 187 169 200 282 0.0005 0.0007 1 
ほう酸水注入系（クラス１） 

40 40 187 98 137 282 0.0003 0.0003 1 

 

 

 

  

※１：個々の評価項目において最大値を示した評価点を記載している。 
※２：一次応力評価では、クラス１配管およびクラス２配管の配管分岐部の応力を算出する際に主管・分岐管のモーメントの符号を考慮して計算することが規定され
ている。 

※３：一次応力＋二次応力評価では、クラス１配管の配管分岐部のみ応力を算出する際に主管・分岐管のモーメントの符号を考慮して計算することが規定されている。
   クラス２配管の配管分岐部については、モーメントの符号を考慮することは要求されていない。 
※４：一次応力＋二次応力が許容値を超過した場合においても、疲労評価の結果が許容値を満足していれば、設備は健全である。 
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 （８）福島第二原子力発電所４号機 耐震安全性評価結果中間報告書 

 
表８ 福島第二原子力発電所４号機 耐震安全性評価結果中間報告書 

一次応力評価※１ 

（発生応力） 

一次応力＋二次応力評価 

（発生応力） 

疲労評価 

（疲れ累積係数） 
系統 プログラム

修正前 
（MPa） 

プログラム
修正後 
（MPa） 

許容値 

（MPa） 

プログラム 
修正前 
（MPa） 

プログラム
修正後 
（MPa） 

許容値 

（MPa） 

プログラム
修正前 
（－） 

プログラム
修正後 
（－） 

許容値 

（－） 

主蒸気系（クラス１） 157 157 309 －※２ 

※１：一次応力評価では、クラス１配管およびクラス２配管の配管分岐部の応力を算出する際に主管・分岐管のモーメントの符号を考慮して計算することが規

定されている。 
※２：耐震安全性評価においては、一次応力評価のみを実施している。 
 
 
 
＜応力評価について＞ 
 一次応力：内圧等により機器・配管等に加わる荷重によって発生する応力。過大な一次応力が発生すると延性破壊を引き起こす恐れがある。 
 二次応力：材料が熱膨張しようとする際に支持金具で拘束されることによって生じる応力のように、自由な変形が拘束されることにより生じる

応力。二次応力は、発生した応力により変形や歪みが生じるとその応力が低減することから、二次応力のみによって機器が延性破壊

を起こすことはないが、一次応力に加えて二次応力が繰り返して発生する場合には、疲労破壊を引き起こす恐れがある。 
 疲労評価：二次応力による疲労破壊防止のため、規格に基づいた疲労解析を用いた疲労評価を行うことが定められている。疲労評価は、作用す

る応力の繰り返し回数と許容繰り返し回数との比を運転条件毎に加え、その総和（疲労累積係数）を確認する。 
 


